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サービスプロファイルの遅延展開
サービスプロファイルの変更の一部、またはサービスプロファイルテンプレートの更新は、中

断をともなうことや、サーバのリブートが必要になることがあります。ただし、これらの中断を

ともなう設定変更をいつ実行するかを、遅延展開によって制御できます。たとえば、サービスプ

ロファイルの変更をすぐに展開するか、指定されたメンテナンス時間帯に展開するかを選択でき

ます。また、サービスプロファイルの展開にユーザの明示的な確認応答が必要かどうかを選択で

きます。

遅延展開は、サーバとサービスプロファイルとの関連付けによって発生するすべての設定変更に

使用できます。これらの設定変更は、サービスプロファイルへの変更、サービスプロファイルに

含まれるポリシーへの変更、更新サービスプロファイルテンプレートへの変更によってプロンプ

ト表示される場合があります。たとえば、サーバBIOS、RAIDコントローラ、ホストHBA、ネッ
トワークアダプタなどのホストファームウェアパッケージや管理ファームウェアパッケージに

よって、ファームウェアのアップグレードおよびアクティブ化を延期することもできます。ただ

し、Cisco UCS Manager、ファブリックインターコネクト、I/Oモジュールなど、ファームウェア
パッケージを使用しないコンポーネントのファームウェアイメージの直接展開を遅延させること

はできません。

遅延展開は、サーバのリブートを必要とする次のアクションに使用できません。

•サーバのサービスプロファイルの最初の関連付け

•サービスプロファイルと別のサーバを関連付けない、サービスプロファイルのサーバから
の関連付けの最終解除

•サーバの解放

•サーバの再認識
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•サーバのリセット

サービスプロファイル変更の展開を遅延させる場合、1つ以上のメンテナンスポリシーを設定
し、各サービスプロファイルにメンテナンスポリシーを設定する必要があります。展開が発生す

る時間帯を指定する場合、1つ以上の繰り返しオカレンスまたはワンタイムオカレンスを持つス
ケジュールを少なくとも 1つ作成し、そのスケジュールをメンテナンスポリシーに含める必要が
あります。

遅延展開のスケジュール

スケジュールには、一連のオカレンスが含まれます。これらのオカレンスは、1回だけ発生させ
るか、または毎週指定した日時に繰り返し発生させることができます。オカレンスの時間長や実

行されるタスクの最大数といった、オカレンスで定義されるオプションにより、あるサービスプ

ロファイルの変更が展開されるかどうかが決まります。たとえば、最大時間長またはタスク数に

達したため特定のメンテナンス時間帯に変更を展開できない場合、この展開は次のメンテナンス

時間に持ち越されます。

各スケジュールは、Cisco UCSドメインが 1つまたは複数のメンテナンス時間帯に入っているか
どうか、定期的に確認します。入っている場合、スケジュールはメンテナンスポリシーで指定さ

れた制限に対し適切な展開を実行します。

スケジュールには、スケジュールに関連付けられたメンテナンス時間を決定する 1つ以上のオカ
レンスが含まれています。オカレンスは次のいずれかになります。

ワンタイムオカレンス

ワンタイムオカレンスは、単一のメンテナンス時間を定義します。これらの時間帯は、そ

の時間帯の最大時間長まで、または時間帯の中で実行可能なタスクの最大数に達するまで継

続されます。

繰り返しオカレンス

繰り返しオカレンスは、一連のメンテナンス時間を定義します。これらの時間帯は、タスク

の最大数に達するまで、またはオカレンスに指定された日の終わりに達するまで継続しま

す。

遅延展開に関するガイドラインおよび制限事項

サービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートへのすべての変更を元に戻すこ

とはできない

保留中の変更をキャンセルする場合、Cisco UCS Managerはサーバを再起動せずに変更のロール
バックを試みます。ただし、複雑な変更を行った場合、Cisco UCS Managerは変更のロールバッ
クのためサーバを 2度目にリブートする必要がある場合があります。たとえば、vNICを削除する
と、Cisco UCS Managerはサービスプロファイルに含まれているメンテナンスポリシーに従って
サーバをリブートします。サービスプロファイルで元の vNICを復元しても、この再起動および
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変更はキャンセルできません。代わりに、Cisco UCSManagerは 2回目の展開とサーバのリブート
をスケジュールします。

サービスプロファイルの関連付けはメンテナンス時間の境界を超えてもよい

Cisco UCS Managerがサービスプロファイルの関連付けを開始した後、スケジューラとメンテナ
ンスポリシーは手順を制御する方法を持っていません。サービスプロファイルの関連付けが割り

当てられたメンテナンス時間に完了しない場合、プロセスが完了するまで続行されます。たとえ

ば、いくつかの段階の再試行やその他の問題のため、関連付けが完了しなかった場合に発生する

ことがあります。

保留中のアクティビティの順序を指定できない

スケジュールされた展開は、独立して並行実行されます。展開が発生する順序は指定できません。

また、あるサービスプロファイルの変更を他のものの完了を条件として実行することもできませ

ん。

保留中のアクティビティの部分的な展開を実行できない

Cisco UCS Managerは、サーバプロファイルに加えられたすべての変更をスケジュールされたメ
ンテナンス時間に適用します。サービスプロファイルに複数の変更を加えた後にそれらの変更を

別々のメンテナンス時間に振り分けることはできません。サービスプロファイルの変更を展開す

るとき、Cisco UCS Managerはデータベース内の最新の設定に一致するようにサービスプロファ
イルを更新します。

メンテナンスポリシー
メンテナンスポリシーは、サービスプロファイルの変更の展開方法を指定します。展開は、次の

いずれかの方法で実行されます。

•即時

•ユーザが管理者権限で承認したときに実行する

•スケジュールで指定された時間に自動的に実行する

•ユーザによる確認応答の待機またはタイマースケジュールオプションを伴わない次回のリ
ブートまたはシャットダウン時

[On Next Boot]が機能するには、ブレードまたはラックサーバの UCSMと CIMCバージョンで、
3.1.xバンドルのファームウェアが実行されている必要があります。

メンテナンスポリシーで [On Next Boot]オプションが有効で、Cisco UCS Managerリリース 3.1(1)
以降からCiscoUCSManagerリリース 2.2(8)よりも以前のリリースにダウングレードしている場合
は、ファームウェアのダウングレードに失敗します。ダウングレードを継続するには、メンテナ

ンスポリシーから [On Next Boot]を無効にします。

Cisco UCS Manager リリース 3.1 アドミニストレーション管理ガイド
3

サービスプロファイル更新の遅延展開

メンテナンスポリシー



メンテナンスポリシーでソフトシャットダウンタイマーを使用すると、ハードシャットダウン

を実行するまでの待機時間を設定できます。ソフトシャットダウンタイマーは、次のようにサー

バを再起動するときに適用されます。

• [Gracefully Restart OS]オプションを使用してサーバをリセットします。

• [In case of graceful shutdown failure, a hard shutdown will be issued after X seconds]オプションを
使用してサーバをシャットダウンします。

•サーバの再起動が必要なサービスプロファイルを変更します。

スケジュール済みのメンテナンスウィンドウ中に変更を展開するように設定されているメンテナ

ンスポリシーでは、ポリシーに有効なスケジュールが含まれていることが必要です。この場合、

最初に使用可能なメンテナンスウィンドウ中に変更が展開されます。

メンテナンスポリシーでは、関連付けられたサービスプロファイルに設定変更が加えられた

場合に、サーバの即時リブートは回避できますが、次のアクションの即時実行は回避されませ

ん。

（注）

•関連付けられたサービスプロファイルのシステムからの削除

•サーバプロファイルのサーバからの関連付けの解除

•サービスポリシーを使用しないファームウェアアップグレードの直接インストール

•サーバのリセット

メンテナンスポリシーの作成

はじめる前に

このメンテナンスポリシーを自動遅延展開用に設定する予定の場合は、スケジュールを作成しま

す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies]の順に展開します。
ステップ 3 ポリシーを作成する組織のノードを展開します。

システムにマルチテナント機能が備えられていない場合は、[root]ノードを展開します。

ステップ 4 [Maintenance Policies]を右クリックし、[Create Maintenance Policy]を選択します。
ステップ 5 [Create Maintenance Policy]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

ポリシーの名前。

この名前には、1～16文字の英数字を使用でき
ます。-（ハイフン）、_（アンダースコア）、:
（コロン）、および .（ピリオド）は使用でき
ますが、それ以外の特殊文字とスペースは使用

できません。また、オブジェクトが保存された

後にこの名前を変更することはできません。

[Name]フィールド

ポリシーの説明。ポリシーを使用する場所とタ

イミングに関する情報を含めることをお勧めし

ます。

256文字以下で入力します。次を除く任意の文
字またはスペースを使用できます。`（アクセン
ト記号）、\（バックスラッシュ）、^（キャラッ
ト）、"（二重引用符）、=（等号）、>（大な
り）、<（小なり）、または '（一重引用符）は
使用できません。

[Description]フィールド

このタイマーでは、Cisco UCS Managerがサー
バのシャットダウンとリブートを実行するまで

の秒数で指定できます。CiscoUCSManagerは、
メンテナンスポリシーで指定された時間待機し

てからハードシャットダウンを実行します。次

のいずれかになります。

• [150 Secs]：Cisco UCSManagerは、サーバ
のハードシャットダウンおよびリブート

を実行するまで 150秒間待機します。

• [300 Secs]：Cisco UCSManagerは、サーバ
のハードシャットダウンおよびリブート

を実行するまで 300秒間待機します。

• [600 Secs]：Cisco UCSManagerは、サーバ
のハードシャットダウンおよびリブート

を実行するまで 600秒間待機します。

• [Never]：Cisco UCS Managerはサーバの
シャットダウンを実行しません。

[Soft Shutdown Timer]ドロップダウンリスト
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説明名前

サービスプロファイルがサーバに関連付けられ

たとき、またはサーバにすでに関連付けられて

いるサービスプロファイルに変更を加えたとき

は、プロセスを完了するためにサーバをリブー

トする必要があります。[Reboot Policy]フィー
ルドは、このメンテナンスポリシーを含むサー

ビスプロファイルのいずれかに関連付けられた

サーバでリブートがいつ発生するかを決定しま

す。次のいずれかになります。

• [Immediate]：サービスプロファイルの関
連付けが完了するか、サービスプロファ

イルの変更を保存するとすぐに、サーバが

自動的にリブートされます。

• [User Ack]：関連サーバに適用されるサー
ビスプロファイルの変更に対する保留中

の作業を明示的に確認します。

• [Timer Automatic]：Cisco UCSによって、
すべてのサービスプロファイルの関連付

けや変更は、[Schedule]フィールドに表示
されるスケジュールで定義されているメン

テナンスウィンドウまで延期されます。

• [On Next Boot]：このオプションは、[User
Ack]または [Timer Automatic]のいずれか
と組み合わせて使用します。[OnNextBoot]
オプションが有効な場合、ホストOSのリ
ブート、シャットダウン、リセット、また

はサーバリセットとシャットダウンによ

り、[User Ack]を待っている変更を適用す
る関連 FSMまたは [Timer Automatic]メン
テナンスウィンドウもトリガーされます。

[OnNext Boot]オプションを選択
解除すると、BMCのメンテナン
スポリシーは無効になります。

（注）

[Reboot Policy]フィールド

[Reboot Policy]が [Timer Automatic]に設定され
ている場合、メンテナンス操作をいつサーバに

適用できるかをスケジュールが指定します。

Cisco UCSによって、スケジュールされた時間
にサーバがリブートされ、サービスプロファイ

ルの変更が完了します。

[Schedule]ドロップダウンリスト
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説明名前

このCiscoUCSドメイン内のすべてのオブジェ
クトで使用可能な新しいスケジュールを作成し

ます。

[Create Schedule]リンク

ステップ 6 [OK]をクリックします。

次の作業

ポリシーはサービスプロファイルまたはサービスプロファイルテンプレートにインクルードし

ます。

メンテナンスポリシーの削除

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインで [Servers]をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Policies] > [Organization_Name]の順に展開します。
ステップ 3 [Maintenance Policies]を展開します。
ステップ 4 削除するメンテナンスポリシーを右クリックし、[Delete]を選択します。
ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes]をクリックします。

遅延展開のための保留アクティビティ
Cisco UCSドメインで遅延展開を設定すると、Cisco UCSManagerですべての保留アクティビティ
を表示することができます。ユーザの確認応答を待っているアクティビティと、スケジュールさ

れたアクティビティを表示できます。

Cisco UCSドメインに保留中のアクティビティがある場合、Cisco UCS Manager GUIは管理者権限
を持つユーザがログインしたときに通知します。

Cisco UCS Managerは、すべての保留アクティビティについて次のような情報を表示します。

•展開され、サーバと関連付けられるサービスプロファイルの名前

•展開の影響を受けるサーバ

•展開により発生する中断

•展開によって実行される変更
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特定の保留中アクティビティがサーバに適用されるメンテナンス時間を指定することはできま

せん。メンテナンス期間は、保留中のアクティビティの数およびサービスプロファイルに割

り当てられたメンテナンスポリシーに依存します。ただし、保留アクティビティがユーザの

確認応答またはメンテナンス時間帯のいずれを待っているかにかかわらず、管理者権限を持つ

ユーザは、手動で保留アクティビティを開始して、ただちにサーバをリブートできます。

（注）

保留アクティビティの表示

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。
ステップ 2 次のいずれかのタブをクリックします。

• [User Acknowledged Activities]：完了する前にユーザ確認が必要なタスクを表示する [Service
Profiles]タブと [Fabric Interconnects]タブが含まれています。

• [ScheduledActivities]：関連するメンテナンススケジュールに基づいて実行されるタスクを表
示します。

ステップ 3 表の行をクリックし、保留アクティビティの詳細を表示します。

[Server]列のリンクをクリックすると、Cisco UCS Managerによってサーバのプロパティが表示さ
れます。

ユーザの確認応答待ちサービスプロファイル変更の展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。
ステップ 2 [PendingActivities]ダイアログボックスで、[User AcknowledgedActivities]タブをクリックしてから

[Service Profiles]タブをクリックします。
ステップ 3 即時展開する保留中の各アクティビティの [Reboot Now]列のチェックボックスをオンにします。
ステップ 4 [OK]をクリックします。
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CiscoUCSManagerによって保留中のアクティビティの影響を受けるサーバがただちに再起動され
ます。

ユーザの確認応答待ちのすべてのサービスプロファイル変更の展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。
ステップ 2 [PendingActivities]ダイアログボックスで、[User AcknowledgedActivities]タブをクリックしてから

[Service Profiles]タブをクリックします。
ステップ 3 ツールバーの [Acknowledge All]チェックボックスをオンにします。

Cisco UCSManager GUIが、テーブル内のすべての保留中のアクティビティに対して [Reboot Now]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerによって、テーブル内にリストされている保留中のアクティビティに影響され
るすべてのサーバがただちに再起動されます。

スケジュールされたサービスプロファイル変更の即時展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。
ステップ 2 [Pending Activities]ダイアログボックスの [Scheduled Activities]タブをクリックします。

ステップ 3 即時展開する保留中の各アクティビティの [Reboot Now]列のチェックボックスをオンにします。
ステップ 4 [OK]をクリックします。
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CiscoUCSManagerによって保留中のアクティビティの影響を受けるサーバがただちに再起動され
ます。

スケジュールされたすべてのサービスプロファイル変更の即時展開

保留中のアクティビティを確認した後、Cisco UCS Managerが影響のあるサーバをリブートす
ることは禁止できません。

重要

手順

ステップ 1 ツールバーの [Pending Activities]をクリックします。
ステップ 2 [Pending Activities]ダイアログボックスの [Scheduled Activities]タブをクリックします。

ステップ 3 ツールバーの [Acknowledge All]チェックボックスをオンにします。
Cisco UCSManager GUIが、テーブル内のすべての保留中のアクティビティに対して [Reboot Now]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
CiscoUCSManagerによって、テーブル内にリストされている保留中のアクティビティに影響され
るすべてのサーバがただちに再起動されます。
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サービスプロファイル更新の遅延展開

スケジュールされたすべてのサービスプロファイル変更の即時展開
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